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マイクロコンピュータ応用の通話料金管理装置
Telephone Charg-ng SYStem Using Microcomputer for

Private Automatic Branch Exchange

企業での通信経費の管理や不特定多数の人が電話を利用するホテル等での通話料

金請求などで,通話料金管理に対する要求が高まっている｡従来,構内交換電話の

通話料金管理には度数計式が使用されてきたが,(1)記録が残らない,(2)通話明細が

とれないなど,運用上での不便さが指摘されていた｡日立製作所はこのため,クロ

スバ交換機に容易に接続でき,しかも,通話明細の記録や集計が任意に行なえる通

話料金管理装置を開発した｡この装置は,特に交換嘩と‾のインタフェ.ナスを簡素化

することに重点をおくとともに,低廉化と小形化を図っている｡システムプログラ

ムはROMに収納して提供し,納入局では必要最小限の局データを入力する方式
事

とした｡

この装置の開発によr)一般企業では通信費の予実算管理,

金に対する内訳の提示などが実現でき,効果を挙げている｡

ll 緒 言

公共企業体や企業などで,経費の有効i舌用策の一つとして

通信経費の効率的な運用を行なうため,また,不特定多数の

人が利用するホテル,旅館などで,通話料金請求業務の省力

化に対するニーズが高まっている｡

従来,構内交換電話(PBX)用の通話料金管理装置として

度数計タイプの度数登算装置が用いられてきたが,企業など

での経費管理用としては,

(1)予実算管理を行なうとき度数計の読み取り,記録及び集計

に人手と時間がかかり,必要時に十分なデータ▲が得られない｡

(2)だれが使用したか分からない｡

(3)使用した本人にも,通話料金が幾らかかっているか分か

らない｡

(4)通話先などの使用実態が把握できない｡

などの問題があった｡

またホテル,旅館では,(1)度数計の読み取り,料金換算な

ど処理がやや繁雑であり,単純ミスによるトラブルが発生し

やすい,(2)料金のうらづけとなる通話明細がとれないため,

交換台への申込通話方式にしているなどの不便さがあったた

め,通話料金管理の合理化･省力化の対策が強く要求されて

いる｡

このため,構内交換機の付属機器としてマイクロコンピュ

ータにより通話料金の蓄積,音寅算,記録などを行なう通話料

金管理装置を開発し,他社に先駆けて製品化した｡

この装置は,ハードウェア面で構内交換機とのインタフェ

ース部分を極力簡素化してコストダウンを図り,ソフトウエ

ア面で(1)通話度数の料金換算,(2)グループ単位の自動集計

記録,(3)必要時にデータが得られる記録の任意性,(4)通話

明細(通話相手先,通話時刻,通話秒数及び通話料金)の記

録,(5)長時間通話に対する表示など,従来の度数計では実

現できなかった種々の機能を経済的に付与することができ

た｡以下に通話料金管理装置の機能,構成などについて述

/ヾる｡

ホテルなどでは請求料
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臣l システムの概要

この装置は比較的大容量向け(内線600回線まで)に開発さ

れたESlOO通話料金管理装置(以下,ESlOOと略す)と,小

容量専用(内線120回線まで)のESlO通話料金管理装置(以

下,ESlOと略す)の2機種でシリ.-ズを構成している｡ES

lOはESlOOに対して小容量領域での低廉化を図るため,構

造,その他の面で工夫を施したが,機能的にはESlOOとほ

ぼ同等であり,ハードウェア,‾ソフトウエア共ほぼ同一の構

成である｡基本機能は電話料金の自動登算であー),オプシ

ョン機能として通話明細記録機能,ホテル機能などに関す

るものを用意している｡この装置は,小形化,機能の多様化

に対応するために,マイクロコンピュータを処理装置として

使用した蓄積プログラム制御方式を採用している｡図1にこ

の装置の外観を示す｡装置は構内交換機からの情報によっ

て各通話ごとの度数を算出し,装置内のメモリ部に蓄積し,

必要に応じて料金に換算して出力される｡図2に印字フォー

ムを示す｡

田 機 能

3.1電話料金自動登算機能(基本書幾能)

(1)対象内線数

ESlOO 最大600回線,ESlO 最大120回線

(2)度数登算方式

日本電信電話公社標準と同一

(3)計数限度

65,000度数/内線

(4)グループの集計

あらかじめ内線をグループ分けすることで,

内の内線の度数を集計することが可能｡なお,

段階設定することが可能｡

そのグループ

グ/■レープは2

3.2 付加機能

(1)時間管理機能

タイマユニットを使用し通話料金の夜間割引,通話明細記

録,モーニングコールなどの管理を行なう｡

*

日立製作所通信機事業部
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図I ES10通話料金管理装置の外観 装置はコンパクトに設計されて

おり,部屋の片隅に設置できる｡操作は簡単で,だれにでも操作が可能である｡

(2)通話明細記録機能

各通話終了時に内線番号,通話相手先,通話時刻,通話秒

数,通話料金を印字する｡この機能は,特定の内線にだけ付

加することもできる｡

(3)明細記錨専用プリンタ

第三者の使用に対し各通話ごとの明細資料を提出すること

を目的とした,専用の印字形式を備えたプリンタである｡

(4)長時間通話表示機能

各々の発信通話に対し,通話開始からの時間を計測し,定

められた時間経過ごとに,内線番号と士童時間通話マ【クを記

録する｡

(5)匝】線増設用品

交枚機の回線数に対応した経済的なシステム構成をとるた

め,内線数,局線回線数に対応した各々のインタフェース増

設ユニットが用意されている｡

(6)デwタ転送機能

この装置内で計数した電話料金データを,他のコンピュー

タにオンラインでデータ転送するもので,既に自社,他社合

わせて数機種のコンピュータとの接続実績をもつ｡

(7)ホテルサービス機能

(a)モーニングコール,(b)メッセージサービス,(c)客室状

態表示盤制御など,電話交換機を利用したホテル内サービ

ス業務の自動化,及び確実性を【ヌ1るための各種付加機能を用意

している｡

8 方 式

4.1 ハードウェア

図3にこの装置のシステム系統を示す｡

(1)マイクロコンビュ【タシステム

HD46800日立マイクロコンピュータを中心に,そのフ7ミ
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リーでシステムを構成している｡制御のためのシステムプログ

ラムはROM(Read Only Memory)に格納した状態で納入し

ている｡データエリアにはICメモリ(RAM:Random Access

Memory)を用い,停電対策として電池による保護回路を備

えている｡

(2)マーカインタフェース回路

この回路は料金登算を行なうべき内線とその通話に使用さ

れる局線トランクとの一致をとろため,収容位置情報などを

交換機のマーカから受信する回路である｡主として集積回路

などの半導体部品で構成されている｡

(3)局線トランクインタフェース回路

この回路は料金登算に必要なダイヤル信号,被呼者応答信

号(通話開始信号)及び終話信号を局線トランクから受信して

いる｡ダイヤル信号受信回路は,交換機側リレーのチャッタ

リングなどによる誤計数を防止するための波形整形回路を備

えておr),半導体部品で構成されている｡

グループ番号 通話料金(グループ小計)

内線電話番号 通話料金

****

[草鞋二重車重車重垂≡互]

201- 910

202 - 1.占40

G O Ol

2 0 5 -

2 0 る -

2 0 7 -

G O O2 -

2 31-

2 3 2 -

2 3 3 -

2 3 5 -

G O O31

2 5 5 -

G O O5 -

G Ol-

3 3 5 -

G O】ム ー

G O7 -

全内線電話集計表示

2.550

3 8 0

1.010

1′ 290

2.占80

2.5る0

1.280

510

4 8 0

4.8 30

1.8 80

1.8 80

11.940

2 8 0

2 8 0

11d d O

32 8.970

通話料金合計

図2 印字例 あらかじめ設定Lたグループに集計して印字される｡
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図3 システム系統図 交換機には国中の;､/′.部分を追加する｡既設交換機にも簡単に接続できる｡

(4)コンソ”ル

この装置の基本入出力装置であり,操作電鍵,表示灯,′ト

形ラインプリンタなどにより構成されている｡装置本体とは

直列信号方式でデータ転送を行ない,装置内で計数蓄積され

たデータの出力,あるいはデータの入力に用いられる｡コン

ソールは要求により増設が可能である｡

(5)電音原回路

電源はクロスバ‾交換機と同じ48V直流電子原の供給を受け,

この装置内で必要な各種電圧を作製している｡これは停電に

よるシステムの停止を防止するためである｡

クロックパルス
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(6)装置本体

前述の構成部分を含めた装置本体は,クロスバ交換機の架

枠内に搭載されることも考慮して,寸法関係は‾交換機の基準

によr)設計されている｡

4.2 ソフトウェア

(1)システム構成

このシステムのプログラム構成を図4に示す｡このシステ

ムは常に交換機の動作に追随してデータを処ヨ翌することが必

要であるため,実時間時分割多重処理を行なっており,実時

間性の厳しさの度合により;火の4段階に大別している｡

BMレベル実行管理

BMレベルタスク群

Bレベル実行管理

Bレベルタスク群

自 己 診 断
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図4 ソフトウェア構成 実時間性の要戎度合により処理レベルを区別Lている｡
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(a) Hレベル

最も実時間性を要求されるタスクの集合であり,ダイヤ

ル信号読込みに関する処痙など,局線トランクからの情報

に関連する処理が含まれる｡

(b) Lレベル

マーかl青報の読込み,ダイヤル情報の処理などのタスク

が含まれる｡

(C) BMレベル

コンソールに対する入出力信号処理.時刻監視処理など,

比較的実時間性の低いもので構成される｡

(d) Bレベル

入出力機器のコマンド解析,

を行なう｡

以上のシステムプログラムは,

ともに提供しているが,ソフト

出力メッセージの編集など

ROMに収納して装置本体と

ウェアの処理過程で各種のデ

-タが必要となる｡このデータは,納入局ごとに内容が異な

る(例えば,内線及びトランクの収容位置,内線番号,通話

加入者,トランク収容位置情報読取り

ラ ン ク 選

ダ イ ヤ ル 数 字 読 取 り

課 金 指 数 決 定

NO
EPリレー動作か

YES

通 話 開 始 処 理

NO
EPリレー復旧か

YES

通 話 終 了 処 理

度

度 数 登 算 記 憶

蓮:EPリレー=応答監視リレー

図5 システムフローチャート
ーつの呼に対する度数登算処理フロ

ーを示す｡
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料金登算のための市外局番号と通話料金の関係など)ため,局

データとして納入局で個々に入力する｡

(2)システムフロー

前項の各レベルごとのタスクは必要に応じてハードウェア,

又はソフトウエアによって周期起動され,順次各タスクの処

理を行なう｡Hレベルのプログラムは,ハードウェアのクロ

ック割込により固定周期で起動される｡Lレベル以下の各レ

ベルは,上位レベルの実行管理プログラムによって,各々定

められた同期で起動される｡更に,周期起動の空時間を利用

して自己診断プログラムを実行し,システム内の障害検出を

行なっている｡以上の流れで処理■される通話料金登算処ヨ璽の

概略フローを図5に示す｡

8 運用状況

この装置の利用形態は,企業での通信経費管理用とホテル,

旅館などでの通話料金精算用とに大別される｡

企業での通信経費管理は,総通信費用を内線電話機数で均

等配分する方式から,-一般経費と同様な部署別の予算配分に

よる管理が実現できる｡更に,通話先度数,通話秒数の実態把

握ができるので,企業内専用通信網(専用線によるトールダイ

ヤルシステム)を採用した場合との経済比較も可能となる｡一

方,ホテル,旅館では,読み取r)及び通話料金への換算時に

発生しやすい単純ミスが起こらないことや,必要によっては通

話料金明細書を提示できるので,宿泊客へのサービス向上にも

つながる｡また,団体客の場合にも通話明細機能により各人の

使用した通話料金が明確になるので,客‾重から自動発信を行

なっても問題が少なくなる｡更に,電話交換手の負担が大幅に

軽減され,省力化につながっている｡以上述べたように,この

装置はホテル,旅館などでは必須の装置となりつつある｡

現在の利用状況は,200セットまでの一般企業とホテル,旅

館の納入比率をみると,45対55で,ホテル,旅館用がやや多

く,ホテル,旅館での通話料金精算に威力を発揮している｡

ちなみに,従来の度数計タイプの通話料金管理装置の場合,

この比率は30対70であった｡すなわち,度数計タイプの料金

管理装置は,ホテル,旅館では必要であったが,一般企業で

は集計などに手間がかかり導入にはブレーキがかかっていた

とも考え■られる｡

同 結 盲

従釆,交換機は｢単なる通話を行なうだけの道具+であっ

たが,最近は通話以外のサービス(例えば,モーニングコー

ル,メッセージサービスなど)にも用いられつつある｡この論

文では,交換機の付属設備としてマイクロコンピュータを使

用した新しいサービス機能の一例として,通話料金管理装置

を紹介した｡この装置は,発売以来好調な納入実績を示して

いるが,発売後のユーザーの反応としては,ホテル,旅館専

用の機能として,(1)2枚複写用紙へのプリント,(2)通話明

細を記憶して客室ごとにまとめてプリントする,(3)通話料金

換算率を2クラス設定する,(4)通話料金プリント中に通話を

行なっている場合の表示などの要求がある｡これらの機能を

盛り込んだホテル,旅館専用機種E SlOOHやE SlOに通話明

細記憶機能を付加したESllも開発し,近く納入開始の予定

である｡

なお,今後も交換機やその周辺機器,宅内機器などをより

高度に活用する手段として,この通話料金管理装置以外にも,

マイクロコンピュータを応用した有益な新しい各種サービス

機器の開発を検討していきたいと考えている｡




